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コミュニティでの運転手確保が困難な中、
事業継続に向けた市の考え方は。

コミュニティの主体性を尊重しながら、
有償ボランティアやライドシェアの必要
性を検討するとともに、様々な運転手確
保策を講じた上で継続したい。

移動手段確保事業費　
4,700千円

富熊・栗熊地区のデマンド交通実証実験
に関し、運行日やエリアは利用しやすい
設定となっているのか。

利便性の高いサービスとなるよう住民ア
ンケートや受託事業者から意見を聞き、
詳細を決定したい。

公共交通社会実験実施業務委託料
10,000千円

港から駅までの賑わいづくりに向けた取
り組みは。

道案内も兼ねたのぼりの設置や、分か
りやすい看板表記、シェアサイクル
ポートの設置等を考えている。
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瀬戸内国際芸術祭事業費　
78,046千円

寄附目標金額及び広告料増額の根拠は。

検索連動型広告を経由して、広告費の約
６倍の寄附があったことや、他自治体と
比較し宣伝広告費が低いことから、寄附
目標額4億円の１％にあたる400万円を
計上した。

ふるさと納税事業費　
221,091千円

学校関係の人材も相談員として必要で
は。また、こども家庭センターの人員は
不足していないか。

現段階では配置に至っていないが、学校
教育課と連携しながら、人材確保に努め
ている。また、センター設置に伴い２名程
度増員するほか、システムを導入し、相談
員の負担軽減に努めている。

こども家庭センター事業費　
40,803千円
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特集

脱退や解散を防ぐため、自治会加入推進員
を中心に相談に応じているが、やむを得ず解散
となった場合は、地域の防犯維持の観点から、
連合自治会やコミュニティと負担のあり方を検討
したい。

自治会振興費
36,603千円

論点
2

　　 新たに導入する「チーム担任制」
のメリットは。また、具体的な取り
組み内容は。

複数の教員がチームとして複数のクラスを
受け持つことで、教員の精神的負担の軽減や、
児童生徒と教員との相性問題の解消によりそれ
ぞれの子どもに合った指導・支援が受けやすく
なる。チームの人員や担任クラスの数など形態
は様々で、各学校の実情に合わせて構成する必
要があるため、まずは各学校長による先進地視
察後、講師を招き、学校の状況に合わせた最善
の方法を推進していく。

教育研究所管理費
6,990千円

論点
3

要配慮者向けの自動ラップ式トイレを75台
分購入し、各小中学校に分散備蓄予定である。ま
た、組み立てが容易な簡易ベッド740台とパーテ
ーション550張を追加購入し、小中学校に加え防
災倉庫や防災拠点の市民球場備蓄倉庫に配備する
ことで、発災当初から使える形と要請に応じて配
布できる体制を整える。

災害用備品購入費
106,977千円

論点
1

予算特別委員会予算特別委員会
令和７年度予算に関係する議案は、
議長を除く23名の議員で構成された
予算特別委員会で審査しました。

　　 自治会に対する防犯灯の電気
料金支援制度について、自治会が解
散した場合、支援はどうなるのか。

　　 国と県の補助金を用いて避難
所環境整備のために購入する、主
な防災資機材の種類や配置は。

A：

A：

Q：

Q：

Q：

A：

令和７年度予算

一般会計
771億円
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査ＡQ　地元経済への波及

効果の見込みは。
　プレミアム分を含む発行総額の8億4千万円に加え、商品券
の入手をきっかけにした新規消費喚起額を加味した約10億円
の経済効果を見込んでいる。

補正予算
議案第1号

プレミアム付デジタル商品券事業費　　　　　　　　　
物価高が続く中、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、
消費を喚起・促進することで市内事業者の支援と市民のくらしの下支えするもの。

ＡQ　キャッシュレス決済
に慣れていないデジ
タル弱者への対応は。

　令和7年3月から5月を周知期間として計画しており、その期
間中の2週間程度、市役所や綾歌・飯山市民総合センター等に
専門職員を配置し、アプリの操作方法やデジタル商品券の申
込・購入方法等を支援する特設ブースを設置予定である。

1月臨時会
●１月28日　・議案第1号及び第２号＝提案理由の説明、質疑、討論、採決

3月定例会
●２月26日
・議案第3～17号（令和6年度関
係議案）＝提案理由の説明、質
疑、討論、採決

・議案第18～52号（令和7年度
関係議案）＝提案理由の説明

・予算特別委員会の設置
●２月28日
・代表質問（志政会、市民クラブ、
亀城会）

●３月３日

・代表質問（公明党）
・総括質疑
●４日～６日
・総括質疑
・議案第18～52号＝各委員会に
付託

●７日
・教育民生委員会
・都市環境委員会
●10日
・総務委員会

●11日～14日、17日
・予算特別委員会
●25日
・議案第18～52号＝委員長報告、
討論、採決

・議案第53号＝提案理由の説明、
質疑、討論、採決

・諮問第1号＝提案理由の説明、
採決

・議員提出議案第1号＝提案理由
の説明、質疑、討論、採決

ＡQ
　令和6年度の財
政状況を市として
どう判断している
のか。

　今後も多くの公共施設の老朽化対策が必要なため、取り崩した
目的基金を財源として活用することで市債の発行を抑制し、後年
度の財政負担の軽減を図った。また、基金の繰入金を減額し、モ
ーターボート競走事業収入や寄付金を各目的基金に積み立てるこ
とで基金残高の確保に努めた。

補正予算
議案第3号

令和6年度一般会計補正予算（歳入の基金繰入金と市債について）
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ＡQ　改正に伴い、市内センター
に配置する人員の職種を限定
することも可能となるが、本
市の方針は。

　地域包括支援センター運営協議会が必要と認める場
合は、柔軟な職員配置が可能となるが、現段階では配
置基準を変更する予定はなく、各センターで総合相談
や虐待対応など、様々な事例に対応していく。

条例改正
議案第42号

地域包括支援センターにおける包括的支援事業を実施する
ために必要なものに関する基準を定める条例の一部改正
介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部を
改正する省令が施行されたことに伴い、地域包括支援センターの職員配置基準を
緩和する等、所要の改正を行うもの。

ＡQ　犯罪被害により、市外への転居
が必要となった場合であっても、
転居費用の助成対象となるのか。
また、条例の理念に関する項目
で、市民の責務を定めた理由は。

　犯罪被害に遭った時点で丸亀市民であれば、市
外へ転居する場合でも助成対象となる。また、犯
罪被害者等が置かれている状況や支援の必要性に
ついて、市民が理解を深めることで、二次被害に
繋がらないようにするためである。

条例制定
議案第43号

犯罪被害者等支援条例の制定
犯罪被害者等の支援について、基本理念を定め、市・市民・事業者の役割を明ら
かにするとともに、施策を総合的に推進し、犯罪被害者等の権利利益の保護、並
びに被害の軽減及び回復を図り、再び平穏な生活を営むことができる地域社会を
実現することを目的として制定するもの。

ＡQ
　宿泊件数の見込
みを大きく割り込
んだ現状への認識
と今後の対応は。

　事業の周知が不十分であったこと、インバウンドの取り込みが
進まなかったこと、事業期間の気候等が影響したものと考える。
今後は、指定管理者や観光部
局と連携し、様々な広報・営
業活動を粘り強く国内外で展
開したい。また、内容もブラ
ッシュアップし宿泊客の増加
につなげたい。

補正予算
議案第3号

令和6年度一般会計補正予算（諸収入の城泊収入について）

ＡQ　給料表の改正内容は。 　初号給付近の金額を引き上げ、優秀な職員が早期に昇
任・昇格した場合の給与水準の改善を図るものである。

条例改正
議案第27号

職員の給与に関する条例の一部改正
一般職員の給料や管理職員特別勤務手当等について、人事院勧告に準拠した改正
を行い、併せて地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行うもの。

延寿閣
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ＡQ　国から財政支援はあるの
か。また、広域化を進める上
で、給与体系の統一などを、
どのように調整していくのか。

　本市は競艇事業の収益があるため特別交付税措置は
ないが、広域消防運営計画策定に基づき、必要となる
消防署等の増改築や消防用車両等の整備については、
緊急防災・減災事業債の事業年度が延長された場合
は、その対象となる。また、給与体系の統一や部隊配
置、市町負担金の調整などは、関係各所と丁寧に協
議、検討をしていきたい。

協　議
議案第51号

消防広域化協議会の設置に関する協議
国の「市町村の消防の広域化に関する基本方針」に基づき、平成26年から中讃消
防指令センターの共同運用を行っている本市と善通寺市、多度津町で広域化協議
会設置の規約を定め、協議することについて、地方自治法の規定に基づき、議会
の議決を求めるもの。

ＡQ　消防広域化を見据えた改正
となっているか。

　本市の特殊勤務手当は、県内他市町と比べて低いこ
とから、消防広域化協議会をともに組織する善通寺市
の水準まで引き上げることを念頭に改正している。

条例改正
議案第44号

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
国及び他の地方公共団体との均衡を考慮し、消防業務手当における支給対象とし
て、潜水業務等を追加するとともに、支給区分及び支給額を見直すため、所要の
改正を行うもの。

ＡQ　島しょ部の医療提供体制強
化のために行う広島青木地区
のヘリポート整備について、
コンクリート舗装整備により
見込まれる効果は。

　散水の必要性や飛散物がなくなり、早急に着陸態勢
を取れることで、搬送の初動対応に掛かる時間短縮を
見込んでいる。

計画策定
議案第49号

総合整備計画の策定
丸亀市広島町辺地を整備するため、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財
政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定に基づき、議会の議決を求め
るもの。

　市議会では、原則、本会議や委員会等の会議を公開しています。
　会議当日、傍聴受付をすればどなたでも傍聴できます。議場内の
親子室には木の遊具があり、小さなお子様連れでも安心してご覧い
ただけます。傍聴希望の方は、市役所５階議会事務局までお越しく
ださい。傍聴の受付は、会議開始の15分前から先着順で行います。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

親子室
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議 員 名
（　）内は
所属会派

　は賛成、×は反対、－は除斥または欠席した者です。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
山
本　

直
久（
亀
城
会
）

22　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
亀
城
会
）

20　
内
田　

俊
英（
公
明
党
）

19　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

18　
多
田　

光
廣（
亀
城
会
）

17　
三
宅　

真
弓（
志
政
会
）

16　
竹
田　

英
司（
亀
城
会
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
横
川　

重
行（
市
民
ク
ラ
ブ
）

12　
川
田　

匡
文（
亀
城
会
）

11　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

10　
武
田　

孝
三（
志
政
会
）

９　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

８　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

７　
水
本　

徹
雄（
会
派
無
所
属
）

６　
神
田　

泰
孝（
会
派
無
所
属
）

５　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

４　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

３　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案　名 審
議
結
果

×

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果令和７年３月定例会令和７年３月定例会

×

×

×

×

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

令和7年度一般会計
予算
令和7年度下水道事
業会計予算
令和7年度モーターボ
ート競走事業会計予算
市長等の給与及び旅
費に関する条例の一
部改正について

議　案
第18号
議　案
第25号
議　案
第26号

議　案
第29号

市議会議員の議員報
酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改
正について

議　案
第31号

可
決
可
決
可
決

可
決

可
決

－

－

－

－

－

議
長
の
た
め
採
決
に
参
加
せ
ず

●学校給食調理業務やごみ収集業務をはじめ、
マルタスの指定管理や公共施設の包括管理な
ど自治体が行う公務の民営化、市場化が一層
拡大されようとしている。利潤を至上命題と
する民間企業への委託は、行政の姿勢に反
し、主権者である市民の利益を損ねる。
●多様な人権課題に取り組むため、1団体に人
権問題推進活動費を支出する在り方は改める
べき。
●情報システム標準化やガバメントクラウドへ
の移行は国策であるものの、自治体の現状に
即さず、運用経費負担増を強いるもので認め
られない。
●大手町地区4街区再編整備事業は、市民のコ
ンセンサス形成が不十分なまま進められてお
り、拙速である。

《議案第18号に反対》　　　中谷真裕美 《議案第25号に反対》　　　中谷真裕美
●下水道事業の運営権を民間企業に売却する方
式へ段階的に移行するためのウォーターPPP
導入検討業務委託は、国の方針であるもの
の、その導入には疑問が残る。

《議案第26号に反対》　　　中谷真裕美
●モーターボート競走事業は市への繰入金で大
きく貢献しているものの、若年層に与えるギ
ャンブル依存症の影響が懸念される。

《議案第18号、第29号、第31号に反対》
　　　　　　　　　　　　　　 中谷真裕美
●人事院勧告に準拠する必要がない市長や議員
まで期末手当を引き上げるのは不適切である。

討　論討　論
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物品の購入（小・中学校教師
用教科書、指導書等）（追認)第２号

令和6年度一般会計補正予
算（第8号）第１号

議案番号 件　　名

令和7年1月臨時会・令和7年3月定例会で審議された議案等

議案の概要等はこちら
からご覧いただけます。

令和6年度一般会計補正予
算（第9号）第３号

令和6年度国民健康保険特
別会計補正予算（第1号）第４号

令和6年度国民健康保険診療
所特別会計補正予算（第1号）第５号

令和6年度駐車場特別会計
補正予算（第2号）第６号

令和6年度後期高齢者医療
特別会計補正予算（第1号）第７号

令和6年度介護保険特別会
計補正予算（第3号）第８号

住宅新築資金等借入金償還
準備基金条例の廃止第12号

公園条例の一部改正第13号
工事請負変更契約の締結
（城南小学校校舎長寿命化
改修工事）

第14号

業務委託契約の締結（中讃
消防指令センター高機能消
防指令システム・消防救急デ
ジタル無線整備業務委託）

第15号

物品の購入（市民会館国内
製フルコンサートグランドピ
アノ1台）

第16号

市道路線の変更及び認定
（楠見南線ほか16路線）第17号

令和6年度介護保険サービ
ス事業特別会計補正予算
（第1号）

第９号

令和6年度モーターボート競
走事業会計補正予算（第5号）第10号

職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部改正第11号

議案番号 件　　名

市民会館条例の一部改正第39号
生涯学習センター条例の廃止第38号

家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正

第40号

特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の
一部改正

第41号

地域包括支援センターにおけ
る包括的支援事業を実施する
ために必要なものに関する基
準を定める条例の一部改正

第42号

犯罪被害者等支援条例の制定第43号
職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部改正第44号

非常勤消防団員に係る退職
報償金の支給に関する条例
の一部改正

第45号

市立学校条例の一部改正第46号
行政手続等における情報通
信の技術の利用に関する条
例の一部改正

第47号

総合整備計画の変更（本島
町辺地）第48号

総合整備計画の策定（広島
町辺地）第49号

モーターボート競走施行に
係る事務の受託に関する協
議（香川県中部ボートレース
事業組合）

第50号

丸亀市・善通寺市・多度津町
消防広域化協議会の設置に
関する協議

第51号

町及び字の区域の変更第52号
消防団員等公務災害補償条
例の一部改正第53号

市議会の個人情報の保護
に関する条例の一部改正

議員提出議案
第１号

議案番号 件　　名
令和7年度一般会計予算第18号
令和7年度国民健康保険特
別会計予算第19号

令和7年度国民健康保険診
療所特別会計予算第20号

令和7年度駐車場特別会計予算第21号
令和7年度後期高齢者医療
特別会計予算第22号

令和7年度介護保険特別会
計予算第23号

令和7年度介護保険サービ
ス事業特別会計予算第24号

令和7年度下水道事業会計予算第25号
令和7年度モーターボート競
走事業会計予算第26号

職員の給与に関する条例の
一部改正第27号

一般職の任期付職員の採用
等に関する条例の一部改正第28号

市長等の給与及び旅費に関
する条例の一部改正第29号

モーターボート競走事業管
理者の給与及び旅費に関す
る条例の一部改正

第30号

市議会議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正

第31号

市会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例
の一部改正

第32号

職員の退職手当に関する条
例の一部改正第33号

職員の勤務時間、休日、休暇
等に関する条例の一部改正第34号

職員の育児休業等に関する
条例の一部改正第35号

刑法等の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定

第36号

地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定

第37号

議案番号 件　　名

■3月定例会

■1月臨時会
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議
会
の
動
き

他市の議員、職員が本市の施策を
視察しました。
１月９日　香川県議会

「丸亀城歴史体感ア
プリ、文化財修理事業
へのAI技術の活用」

１月16日　愛知県春日井市
「AIデマンド交通の
社会実験」

１月28日　愛知県稲沢市
「地域協働・地域コ
ミュニティ」

１月31日　三重県四日市市
「空き店舗・空きオフ
ィス等活用促進補助
金」

２月４日　大阪府富田林市
「川西地区の防災ま
ちづくり活動」

1月

3月

他市議会の視察受け入れ

2月

　　　　14日　全員協議会
15日　議会運営委員会
27日　各派会長会
28日　臨時会

全員協議会
議会運営委員会

30日　総務委員会協議会

　　　　　４日　各派会長会
香川県市議会議長会
議員研修

　　　　　５日　総務委員会協議会
18日　議会運営委員会

市民会館整備特別委員会
教育民生委員会協議会

３３３３３３３３３３３　　　　　３日～６日　本会議
広報広聴委員会

３３３３３３３３３３３　　　　　７日　教育民生委員会
教育民生委員会協議会
都市環境委員会
都市環境委員会協議会

10日　総務委員会
総務委員会協議会

11日～14日　予算特別委員会
17日　予算特別委員会
　 　　議会運営委員会
25日　本会議

全員協議会
総務委員会協議会

19日　全員協議会
各派会長会

26日　本会議
予算特別委員会

28日　本会議

議会の動き
1・2・3月

議会のひとこま議会のひとこま

 






















































3月24日
広島小中学校内覧会

4月2日
新入職員議場見学

　人口減少で休校が続いて
いた広島小中学校の再開に
伴い改修された校舎を見学
しました。

　4月から市役所に入庁した
53人の新入職員が、研修の一
環として議場を見学しました。



2025.510 No.105

代
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質
　
問

会派メンバー
東　　由美・廣田　勝也
武田　孝三・香川　　勝
三宅　真弓・横田　隼人
大前　誠治

表代 質 問
志　政　会質

問
者

武
田
孝
三

本
市
が
目
指
す

地
方
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
は

心
豊
か
な
子
ど
も
が

育
つ
ま
ち
の
た
め
に

　
少
子
化
対
策
や
地
方
移

住
者
の
増
加
を
目
指
し
、

国
の
交
付
金
に
よ
る
地
方
創
生
政

策
が
10
年
間
続
く
中
、
東
京
圏
の

人
口
集
中
や
地
方
の
過
疎
化
が
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
本
市
が

目
指
す
地
方
創
生
の
姿
（
ビ
ジ
ョ

ン
）
は
。
ま
た
、
新
年
度
の
具
体

的
な
地
方
創
生
関
連
事
業
は
。

市
長　

人
口
規
模
が
縮
小

し
て
も
地
域
社
会
が
衰
退

し
な
い
よ
う
地
方
創
生
を
強
力
に

推
し
進
め
る
必
要
性
を
再
認
識
す

る
中
、
3
月
に
完
成
し
た
「
第
3

期
未
来
を
築
く
総
合
戦
略
」
で

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸
福
度
）

を
重
視
し
、
だ
れ
も
が
豊
か
さ
や

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
年
度
は
防
災
資
機
材
の
購

入
、
市
民
ひ
ろ
ば
再
整
備
と
合
わ

せ
た
拠
点
施
設
の
整
備
、
教
育
・

保
育
施
設
へ
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
国
の
交
付
金
の
活
用

に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

採
用
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

　
時
代
の
変
遷
と
共
に

「
学
校
教
育
」
に
対
す
る

捉
え
方
が
多
様
化
す
る
中
、
そ
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、教
職
員
の
働
き
方
改
革

や
I
C
T
教
育
推
進
へ
の
取
り
組

み
は
。

教
育
長　

教
員
が
子
ど
も

た
ち
と
元
気
に
向
き
合
え

る
よ
う
、
教
員
業
務
支
援
員
の
配

置
や
年
間
授
業
時
数
の
削
減
に
加

え
、
採
点
ソ
フ
ト
を
導
入
し
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
新
年
度
か
ら
は
、

多
く
の
教
職
員
で
児
童
生
徒
に
関

わ
る
集
団
指
導
体
制
の
「
チ
ー
ム

担
任
制
」
を
推
進
し
、
業
務
量
の

縮
減
と
教
員
の
心
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

に
向
け
た
授
業
支
援
ア
プ
リ
の
さ

ら
な
る
活
用
や
、
市
内
全
中
学
校

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
実
施
な

ど
、
１
人
１
台
端
末
の
活
用
が
進

む
こ
と
か
ら
、
通
信
環
境
の
整
備

と
回
線
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
大
規

模
中
学
校
で

の
高
速
回
線

の
接
続
に
係

る
予
算
を
計

上
し
、
着
実

に
回
線
強
化

を
進
め
て
い
く
。

Ａ

Q

Q

上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

　
能
登
半
島
地
震
や
大
規

模
な
道
路
陥
没
事
故
を
受

け
、
全
国
的
に
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

へ
の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た
。
本

市
で
も
上
下
水
道
の
耐
震
化
や
老

朽
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

が
、
更
新
状
況
と
新
年
度
の
事
業

計
画
は
。都

市
整
備
部
長　

下
水
道

施
設
で
は
、
耐
震
性
能
を

有
す
る
新
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
た
も
の
の
、
市
内
に
は
建
設
後

51
年
が
経
過
す
る
ポ
ン
プ
場
や
、

耐
用
年
数
を
超
え
る
管
き
ょ
が

あ
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
管
き
ょ
内

部
の
点
検
や
改
修
、
ポ
ン
プ
場
の

耐
震
診
断
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
道
路
下
の
空
洞
化
調
査
の
実

施
も
検
討
し
て
い
る
。

　

県
広
域
水
道
企
業
団
が
維
持
管

理
や
管
路
更
新
を
担
う
上
水
道
施

設
で
は
、
耐
震
化
に
向
け
た
整
備

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

が
、
使
用
水
量
の
減
少
に
伴
う
給

水
収
益
の
減
収
等
か
ら
、
財
政
状

況
の
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
計

画
的
な
管
路
更
新
等
に
影
響
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
は
追
加
出

資
を
行
い
、
市
内
の
老
朽
水
道
管

の
更
新
を
促
進
す
る
。

Ａ

Q

Ａ
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新年度の市政を問う！

待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
！

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の

充
実
を

　

令
和
6
年
10
月
時
点
の

本
市
待
機
児
童
数
は
47
名

で
、
保
育
所
に
入
れ
な
け
れ
ば
、

親
は
仕
事
を
休
業
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
状
況
や
数
字
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、保
育
士

の
処
遇
改
善
や
離
職
防
止
策
は
。

教
育
部
長　

年
度
当
初
の

待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ
る

も
の
の
、
年
度
途
中
か
ら
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を
重
く

受
け
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

市
独
自
の
人
件
費
補
助
の
継
続
や

公
定
価
格
の
見
直
し
に
適
切
に
対

応
し
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図

る
。
ま
た
、
離
職
の
要
因
に
保
育

士
業
務
へ
の
負
担
感
が
あ
る
と
認

識
し
、
保
育
補
助
者
の
導
入
や

I
C
T
を
活
用
し
た
負
担
軽
減
と

事
務
の
効
率
化
を
進
め
、
今
後
も

離
職
防
止
の
観
点
を
含
む
保
育
士

確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

本
市
は
有
機
学
校
給
食

に
係
る
有
機
野
菜
の
搬
入

農
家
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
農
家
に
限
定

し
て
い
る
が
、
県
外
で
は
地
域
認

証
を
し
た
有
機
的
な
野
菜
も
受
け

入
れ
て
い
る
。
更
な
る
充
実
に
向

け
、
同
様
の
取
り
組
み
で
搬
入
農

家
を
増
や
す
考
え
は
。

教
育
部
長　
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

を
受
け
た
有
機
食
材
は
、

基
本
的
に
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

わ
ず
に
栽
培
さ
れ
、
安
全
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
で
も
他

の
食
材
と
差
別
化
し
、
そ
の
使
用

を
推
進
し
て
い
る
。
令
和
5
年
に

創
設
し
た
「
有
機
食
材
納
入
生
産

者
登
録
制
度
」
に
よ
り
有
機
食
材

を
調
達
し
、
今
年
度
は
新
た
に
２

件
の
農
家
登
録
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
納
入
品
目
・
納
入
量
の
増
加

や
、
普
段
の
給
食
で
の
有
機
食
材

使
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
登
録
農
家
数
の
増
加
と
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
た
有
機
食
材

の
使
用
を
推
進
し
て
い
く
。

Q

地
域
資
源
の
活
性
化

し
て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
も

進
ん
で
お
り
、
将
来
的
な
施
設
の

在
り
方
や
管
理
運
営
の
一
元
化
な

ど
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
開
発
、
発
展
に

欠
か
せ
な
い
道
路
整
備
で
は
、
国

道
4
3
8
号
バ
イ
パ
ス
や
県
道
岡

田
丸
亀
線
の
赤
坂
地
区
で
も
整
備

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
接
続
す

る
市
道
市
地
延
命
寺
線
な
ど
、
多

く
の
方
々
の
利
便
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
必
要
に
応
じ
た
事
業
投
資
を

行
い
、
地
域
資
源
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　

綾
歌
地
区
は
、
綾
歌
三

山
や
快
天
山
古
墳
、
キ
ャ

ン
プ
場
を
は
じ
め
と
し
た
レ
ジ
ャ

ー
施
設
な
ど
様
々
な
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
融
合

し
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
構
想

づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
過
去
10
年
間
の
市
道
路

事
業
費
を
地
区
別
で
比
較
す
る
と
、

綾
歌
地
区
は
非
常
に
低
い
傾
向
が

あ
る
が
、
湯
舟
道
の
将
来
構
想
検

討
時
期
と
合
わ
せ
、
積
極
的
な
事

業
投
資
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

綾
歌
地

区
各
施
設
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
高
く
、
一
体
的
な
利
用
が
促

進
さ
れ
れ
ば
、
利
用
者
の
増
加
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
認
識

Ａ Q

QＡ

会派メンバー
渡邉　一馬・守家　英明
角野　仁美・横川　重行
加藤　正員・大西　　浩

市民クラブ質
問
者

加
藤
正
員

Ａ
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表代 質 問
一
体
的
な
活
性
化
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
住
み

続
け
た
い
ま
ち
の
た
め
に

は
、
丸
亀
城
か
ら
駅
や
港
ま
で
の

一
体
的
な
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
中
心
市
街
地

の
将
来
像
を
示
す
ま
ち
な
か
再
生

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
状
況
は
。

ま
た
、
駅
周
辺
の
整
備
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長　

公
共
施

設
の
再
編
整
備
が
進
む
大

手
町
地
区
4
街
区
の
に
ぎ
わ
い

を
、
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
中

心
市
街
地
全
体
に
い
か
に
波
及
さ

せ
る
か
が
重
要
と
考
え
、
官
民
で

地
域
課
題
に
取
り
組
む
ま
ち
な
か

再
生
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
の
課
題

を
分
析
し
将
来
像
を
共
有
す
る
ま

ち
な
か
再
生
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
、

通
勤
・
通
学
の
利
用
も
多
い
駅
周

辺
は
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
重
要

な
場
所
と
認
識
し
て
お
り
、
令
和

9
年
度
事
業
完
了
を
目
標
に
駅
前

広
場
の
舗
装
改
良
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
ち
な
か
再
生
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
で
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
検
討
も
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
レ
ク
ザ
ム
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
丸
亀
の
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
7
月
20
日
に
「
プ
ロ

野
球
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
2
0
2
5
」
の
開
催
が
決

定
し
た
。
市
民
の
期
待
を
高
め
る

た
め
、
観
客
数
や
物
販
な
ど
現
時

点
で
周
知
で
き
る
こ
と
は
。

市
長　

県
内
初
の
開
催
と

な
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
の
概
要
や
チ
ケ
ッ

ト
販
売
等
の
詳
細
情
報
は
、
５
月

頃
の
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

試
合
当
日
1
万
人
近
い
観
客
を
も

て
な
す
た
め
、
讃
岐
う
ど
ん
や
地

元
グ
ル
メ
な
ど
、
開
催
地
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
出
店
が
可
能
か
検
討

を
進
め
て
お
り
、
日
本
野
球
機
構

か
ら
は
多
く
の
観
客
へ
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
水
分
の
提
供
を
十

分
に
行
え
る
体
制
が
取
れ
る
こ
と

を
第
一
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

Ａ

Q

Q

移
住
・
定
住
の
促
進

　
こ
れ
ま
で
東
京
圏
を
対

象
に
行
っ
て
い
た
移
住
支

援
補
助
金
制
度
を
、
新
た
に
大
阪

圏
も
対
象
に
実
施
す
る
が
、
東
京

圏
で
の
実
績
評
価
や
大
阪
圏
で
の

予
算
根
拠
は
。

市
長
公
室
長　

東
京
圏
移

住
支
援
補
助
金
は
、
特
定

の
地
域
か
ら
条
件
を
満
た
す
移
住

者
の
み
に
支
給
す
る
制
度
の
性
質

か
ら
、
移
住
の
呼
び
水
と
ま
で
は

言
え
な
い
も
の
の
、
移
住
者
支
援

の
一
定
の
成
果
は
出
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
圏
移

住
支
援
補
助
金
の
予
算
は
、
こ
れ

ま
で
の
問
合
せ
状
況
か
ら
東
京
圏

の
1
・
5
倍
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
見
込
み
、
６
件
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。

Ａ Q

Ａ
会派メンバー

川田　匡文・竹田　英司
多田　光廣・真鍋　順穗
山本　直久

亀　城　会質
問
者

多
田
光
廣

　

開
催
ま
で
の
期
間
、
日
本
野
球

機
構
と
十
分
に
協
議
を
重
ね
、
多

く
の
方
に
球
場
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
野
球
の
醍
醐
味
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
活
動
等

に
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ

る
機
会
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
。
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新年度の市政を問う！

し
な
や
か
な
市
役
所
へ
向
け
て

ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
知
恵
を

　
こ
れ
ま
で
市
長
や
部
長

か
ら
「
市
民
全
員
を
政
策

集
団
に
」「
職
員
全
員
が
政
策
提
案

者
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、

市
民
と
共
に
よ
り
良
い
ま
ち
を
つ

く
る
た
め
に
市
長
が
取
り
組
む
内

容
は
。
ま
た
、
市
の
政
策
、
戦
略

を
誰
が
担
う
の
か
。

市
長　

市
長
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成

の
た
め
教
育
の
人
づ
く
り
石
垣
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
協
働
の
推
進
な

ど
、
誰
も
が
市
民
参
画
で
き
る
環

境
を
整
え
、
市
民
が
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
市
の

政
策
立
案
は
、
基
本
的
に
総
合
計

画
に
基
づ
く
課
題
解
決
や
市
民
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
に
向
け
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
で
進
め
て
い
る
。
市
民
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
、
複
雑
化
す
る

中
、
政
策
立
案
の
第
一
歩
は
職
員

一
人
ひ
と
り
が
く
み
上
げ
た
市
民

の
声
や
市
民
福
祉
の
向
上
に
対
す

る
思
い
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
は

職
員
の
発
想
と
行
動
力
を
磨
き
上

げ
、
本
市
の
政
策
立
案
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る

地
方
創
生
2
・
0
で
は
、

市
民
・
議
会
と
の
協
働
が
必
須
と

な
る
。

　
広
域
を
含
め
れ
ば
数
十
万
の
住

民
の
暮
ら
し
を
預
か
る
立
場
の
市

長
と
し
て
、
市
長
個
人
の
知
識
や

能
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
心
あ

る
意
識
の
高
い
市
民
で
つ
く
る

5
0
0
人
の
市
民
会
議
と
市
長
の

足
ら
ざ
る
を
補
っ
て
く
れ
る
方
た

ち
に
嘱
望
を
す
る
1
0
0
人
の
市

長
室
を
導
入
し
て
は
。

市
長
公
室
長　

地
方
創
生

2
・
0
で
は
、
多
様
な
主

体
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
で

考
え
、
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
合

意
形
成
に
努
め
る
な
ど
、
国
民
的

な
気
運
の
向
上
に
つ
な
が
る
連
携

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
提
案
の
市

民
会
議
や
市
長
室
の
設
置
は
、
そ

の
趣
旨
と
し
て
参
考
と
な
る
有
用

な
考
え
方
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
ｅ
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
充

実
や
浸
透
を
喫
緊
の
課
題
と
捉

え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市

民
参
画
手
法
の
公
募
委
員
の
募
集

な
ど
も
見
直
し
に
着
手
し
て
お

り
、
多
く
の
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
で
き
る
よ
う
、
本
市
に
合
っ

た
市
民
参
画
の
手
法
を
確
立
し
て

い
く
。

Ａ

Q

Q Ａ

Ａ
会派メンバー

福部　正人・内田　俊英

公　明　党質
問
者

内
田
俊
英

主
権
者
教
育
と
投
票
率

　
主
権
者
教
育
が
直
ち
に

投
票
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
が
、
世
界
の
終
末
時
計
が
残
り

89
秒
と
な
っ
た
今
、
教
育
を
受
け

た
子
が
戦
場
に
向
か
う
と
い
う
悲

劇
的
な
結
末
に
な
ら
な
い
よ
う
、

丸
亀
の
教
育
か
ら
改
革
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

市
教
育
委
員
会

に
よ
る
学
校
教
育
方
針
の

改
定
を
受
け
、
各
学
校
長
を
中
心

に
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
、
成
長
と
幸
せ
を

願
い
、
真
摯
に
教
育
活
動
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
育
委
員

会
の
役
割
は
、
特
定
の
教
育
内
容

を
学
校
に
指
示
し
、
画
一
的
な
取

り
組
み
を
求
め
る
も
の
で
は
な

く
、
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
と
幸
せ
を
願
い
、
実
態
に
即
し

て
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
る
学
校

現
場
の
取
り
組
み
を
尊
重
し
支
え

て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
取
り

組
み
に
こ
そ
主
権
者
教
育
の
本
質

が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
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新地区でのデマンド交通は農耕用自動車等の課税軽減を

大西　浩　議員
（市民クラブ）

廣田勝也議員
（志政会）

総括質疑

その他の主な質問項目
●投票率アップ●丸亀ハーフマラソン大会
●環境課題●市役所開庁時間短縮●職員の地
域手当・週休3日制

　
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
や

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
え
機
な
ど
は
、

小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
だ
が
、
そ
の
認
識
は
十
分
に
普
及
し

て
い
な
い
。
販
売
店
や
農
協
と
協
力
し
た
周

知
に
加
え
、
届
け
出
の
優
遇
措
置
や
農
業
者

支
援
と
し
て
複
数
台
所
有
者
に
軽
減
措
置
を

講
じ
て
は
。

総
務
部
長　
公
平
公
正
な
課
税
の
点

か
ら
、
公
道
走
行
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
車
両
を
登
録
し
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
受
け
る
義
務
の
周
知
が
課
題
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

市
独
自
で
登
録
に
優
遇
措
置
を
設
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
今
後
の
登
録
促
進
策
と
し

て
、
農
業
所
得
の
申
告
時
に
そ
の
購
入
費
用

が
減
価
償
却
費
に
計
上
で
き
る
こ
と
や
、
修

理
代
や
燃
料
代
、
軽
自
動
車
税
自
体
が
租
税

公
課
と
し
て
経
費
対
象
に
な
る
ほ
か
、
農
耕

用
機
械
と
し
て
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
に

な
る
な
ど
、
一
定
の
節
税
効
果
が
期
待
で
き

る
利
点
と
登
録
の
義
務
を
チ
ラ
シ
な
ど
で
周

知
す
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●東京事務所の設置●部活動の地域移行

　
令
和
5
年
10
月
か
ら
郡
家
地
区
で

行
っ
た
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
の
社
会

実
験
で
は
、
利
用
者
の
満
足
度
は
高
か
っ
た

も
の
の
、
想
定
し
て
い
た
ほ
ど
の
利
用
者
数

が
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
新
た

に
実
施
予
定
の
栗
熊
・
富
熊
地
区
で
の
社
会

実
験
に
向
け
た
戦
略
は
。

都
市
整
備
部
長　
郡
家
地
区
の
社
会

実
験
で
得
た
課
題
を
踏
ま
え
、
よ
り

生
活
圏
が
完
結
し
、
か
つ
広
域
移
動
の
た
め

の
鉄
道
に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
栗
熊
・
富
熊

地
区
を
選
定
し
た
。

　
当
該
地
区
は
、
面
積
が
広
く
高
低
差
の
あ

る
箇
所
が
多
く
、
乗
降
場
所
ま
で
の
移
動
が

大
変
な
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
で
の
運
行
や
、
隣
接
す
る
岡
田

地
区
の
主
要
な
施
設
で
も
乗
降
可
能
と
し
、

よ
り
一
層
の
利
便
性
確
保
を
考
え
て
い
る
。

　
運
行
開
始
後
も
、
利
用
状
況
や
利
用
者
の

声
か
ら
、
運
行
仕
様
を
可
能
な
限
り
臨
機
応

変
に
対
応
し
、
利
用
者
増
や
利
用
デ
ー
タ
の

収
集
分
析
に
努
め
て
い
く
。

Ａ Q
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その他の主な質問項目
●建設工事発注者支援業務委託の導入

　
少
子
化
や
教
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
国
は
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
に
段
階
的
に
移
行
す
る
方
針
を
示
し
て

い
る
が
、
移
行
す
れ
ば
指
導
者
謝
金
や
施
設

使
用
料
な
ど
新
た
に
保
護
者
の
費
用
負
担
が

発
生
す
る
。

　
そ
こ
で
、
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
な
っ
た

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
優
先
的
に
学
校
体
育
施
設

を
貸
し
出
し
、
保
護
者
の
費
用
負
担
を
軽
減

出
来
な
い
か
。

協
働
推
進
部
長　
市
民
が
広
く
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
学
校
体
育
施

部活動地域移行と施設優先貸出

竹田英司議員
（亀城会）

総括質疑

設
開
放
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
率
が

高
く
、
空
き
時
間
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
優

先
的
な
貸
し
出
し
を
行
う
に
は
、
現
在
利
用

し
て
い
る
団
体
を
断
る
必
要
が
あ
り
、
各
種

団
体
の
意
見
を
勘
案
す
る
な
ど
、
考
え
の
整

理
に
は
さ
ら
に
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

　
競
技
に
よ
っ
て
異
な
る
様
々
な
課
題
に
、

試
行
的
な
や
り
取
り
を
通
し
て
都
度
向
き
合

い
な
が
ら
、
中
学
生
が
望
む
ス
ポ
ー
ツ
環
境

を
将
来
に
向
け
て
生
み
出
せ
る
の
か
を
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や
市
教
育
委
員
会
と
連

携
、
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●人づくり石垣プロジェクト（学力づくり）
●2025年問題

　
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど

独
自
の
魅
力
や
特
色
を
強
調
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
認
知
度
向
上
に
つ
な
げ

る
に
は
、
産
業
・
観
光
分
野
だ
け
で
な
く
市

施
策
と
し
て
シ
テ
ィ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
の
魅
力
や
個
性
を
多
く
の

人
に
浸
透
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
高
め

る
と
と
も
に
、
他
の
都
市
と
の
差
別
化
を
図

り
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
シ
テ
ィ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
を
上
げ
る
に
は
、全

庁
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

全庁的なシティーブランディングを

香川　勝　議員
（志政会）

　
そ
こ
で
次
期
総
合
計
画
で
は
、
統
一
し
た

取
り
組
み
方
針
を
反
映
し
、
幅
広
い
分
野
を

網
羅
す
る
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
を
、
民
間
を

含
む
市
全
体
で

共
有
し
、
本
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
努
め
て

い
く
。

Ａ Q
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食支援を活用した相談業務中・長期的財源確保施策を

真鍋順穗議員
（亀城会）

渡邉一馬議員
（市民クラブ）

総括質疑

その他の主な質問項目
●農家数激減に伴う土地改良事業補助率改訂
と国の水田政策見直しに伴う本市の農業政策

　
健
全
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
こ
と
で
地
域
の
自
立
を
図

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
暮
ら
し
や
す

い
自
治
体
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
中
・
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
運
営
の

た
め
、
恒
久
的
財
源
確
保
施
策
、
未
来
投
資

策
は
。

総
務
部
長　
人
口
減
少
時
代
に
お
い

て
、
恒
久
財
源
の
市
税
収
入
を
維
持

す
る
に
は
、
人
口
維
持
や
減
少
率
を
抑
え
る

た
め
の
地
道
な
施
策
の
展
開
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
未
来
の
丸
亀
を
担
う
人
材
育
成

や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
市
民
会
館

を
は
じ
め
と
す
る
建
設
事
業
や
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
人
づ
く
り
石
垣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で
育
む
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
第
３
期
の
地
方

版
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
希
望
を
持
っ
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
施
策
を
展
開
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●災害時等応急用井戸の普及●有機給食から
食生活改善運動につなげる

　
新
た
に
始
ま
る
重
層
的
支
援
体
制

は
、
複
数
部
門
に
わ
た
る
相
談
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
、
解
決
ま
で
伴
走
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
困
窮
し
て
い
る
家
庭
や
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
家
庭
に
対
し
、
食
料
品
や
日
用
品
を

差
し
上
げ
な
が
ら
相
談
に
つ
な
げ
る
方
法
が

効
果
的
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
相
談
業
務
を
早
期

の
支
援
に
つ
な
げ
る
に
は
、
課
題
を

抱
え
て
い
る
方
と
の
信
頼
関
係
の
早
期
構
築

が
求
め
ら
れ
る
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
食
料
品

や
日
用
品
を
差
し
上
げ
な
が
ら
話
に
入
る
こ

と
は
、
緊
張
感
が
ほ
ぐ
れ
た
り
、
親
し
み
が

湧
い
て
き
た
り
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
特
に
、
重
層
的
支
援
体
制
で
事
業
を
委
託

す
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
食

堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
日
用
品
バ
ン
ク
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
有
効
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ Q
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その他の主な質問項目
●結婚支援●給食費無償化●スクールバッ
グ・ランリュックの支給●中学生の新標準服

　
国
に
よ
る
学
校
給
食
費
無
償
化
が

実
現
し
た
場
合
、
現
在
市
独
自
で

行
う
給
食
費
無
償
化
の
費
用
が
不
要
と
な

る
。
そ
こ
で
、
今
後
こ
の
費
用
を
活
用
し
、

子
育
て
支
援
が
薄
い
0
〜
２
歳
を
対
象
に
市

独
自
の
給
付
金
を
支
給
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　
国
で
は
、
小
学
校

を
対
象
に
給
食
費
無
償
化
実
施
を
目

指
す
方
針
で
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
国
に
先

立
ち
、
本
市
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
ま
ち
全
体
で
支
え
る
た
め
令
和

５
年
か
ら
独
自
の
事
業
と
し
て
市
立
小
・
中

子育て支援の充実を

横田隼人議員
（志政会）

総括質疑

学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
、
国
に
お
け
る
給
食
費
無
償
化
が
実

現
し
た
場
合
、
現
在
市
が
独
自
で
行
う
給
食

費
無
償
化
の
予
算
を
別
の
事
業
に
充
当
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の

事
業
と
調
整
す
る
中
で
、
本
市
に
お
い
て
支

援
が
薄
い
年
齢
の

子
ど
も
に
対
す
る

経
済
的
支
援
に
つ

い
て
、
実
施
の
可

能
性
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●高齢者移動支援●自治会加入促進に関する
条例制定●地域医療●再生可能エネルギー施
設の適正な設置に関する条例の制定

　
災
害
時
の
市
民
の
各
種
手
続
は
、

手
書
き
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
が

多
い
が
、
他
市
で
は
迅
速
な
罹
災
証
明
発
行

の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
5
割
削
減
し
た
事
例
も
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
住
民

だ
け
で
な
く
、
行
政
も
負
担
軽
減
が
期
待
で

き
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
現
状
並
び
に
今

後
の
計
画
は
。

市
長　
本
市
も
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

用
い
た
罹
災
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
を
始
め
て
い
る
が
、
県
の
既
存

災害対策にデジタル技術の
活用を

守家英明議員
（市民クラブ）

シ
ス
テ
ム
改
修
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
両
者

の
機
能
面
や
コ
ス
ト
面
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
い
く
。

　
現
在
、
市
で
は
被
害
情
報
や
避
難
所
情
報

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
報
告
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
本
格
運
用
を
開
始
し
、
避
難
者
自

身
で
の
受
付
登
録
や
、
避
難
所
か
ら
の
物
資

要
請
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
で
き
る
シ
ス
テ
ム

も
構
築
し
て
い
る
。
地
震
対
処
訓
練
で
効
果

検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、

検
証
を
踏
ま
え
た
運
用
面
の
検
討
と
防
災
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ Q
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将来世代に負担を残さない
財政運営を

10億円の黒字活用で国民健康保険税
緊急引き下げを

中谷真裕美議員
（会派無所属）

角野仁美議員
（市民クラブ）

総括質疑

その他の主な質問項目
●高齢者難聴への支援の具体化●出生手続き
の負担軽減

　

国
民
健
康
保
険
税
は
非
常
に
高

く
、
加
入
者
は
そ
の
負
担
に
苦
し
ん

で
い
る
。
一
方
、
本
市
国
保
会
計
は
県
内
自

治
体
で
も
最
も
多
い
10
億
円
も
の
黒
字
に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
黒
字
を
活
用
し
、
緊
急
に
所
得
割
3

割
減
額
な
ど
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
、
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　
こ
こ
数
年
の
国
保

会
計
は
単
年
度
黒
字
と
な
り
、
前
年

度
繰
越
金
が
増
加
し
て
い
る
が
、
質
問
の

「
均
等
割
を
一
律
3
割
減
額
」
を
行
う
と
、

単
年
度
で
約
2
億
2
千
万
円
の
減
収
が
見
込

ま
れ
る
。

　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
る
被
保
険
者
の
生

活
の
厳
し
さ
は
承
知
し
て
い
る
が
、
国
民
健

康
保
険
の
財
政
基
盤
は
他
の
医
療
保
険
と
比

べ
極
め
て
脆
弱
で
あ
り
、
将
来
的
に
厳
し
い

運
営
が
予
想
さ
れ
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
は

現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
持
続
可
能
な
国
保
運
営
に
取
り

組
み
、
国
に
対
し
さ
ら
な
る
財
政
支
援
の
拡

充
を
求
め
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●市民の運動促進●丸亀ハーフマラソン大会
●物価対策の子育て支援

　
多
額
の
費
用
を
要
す
る
大
手
町
地

区
４
街
区
再
編
整
備
事
業
や
教
育
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
等
に
よ
り
、
４
年
連
続

で
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
本
市
で

は
、
子
ど
も
や
孫
の
将
来
的
な
負
担
に
な
る

の
で
は
と
財
政
状
況
を
不
安
に
感
じ
る
市
民

の
声
も
あ
る
が
、
財
政
の
見
通
し
は
。

総
務
部
長　
法
律
で
国
が
定
め
る
基

準
か
ら
判
断
す
る
と
本
市
の
財
政
状

況
は
健
全
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
好
調
な
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
事
業
か
ら
の
繰
入
金
を
毎
年
30

億
円
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。

　
今
後
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
動
向
や
投

資
的
事
業
の
増
加
に
伴
い
、
起
債
発
行
額
や

基
金
の
取
崩
し
額
が
増
加
す
る
と
、
財
政
の

健
全
化
に
不
安
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
状
況
に
陥
ら
な
い
よ

う
、
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
の
改
定
に
よ
り
財

政
の
弾
力
性
を
監
視
し
つ
つ
、
将
来
負
担
比

率
や
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
財
政
指
標

も
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て

い
く
。

Ａ Q
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その他の主な質問項目
●不登校の子ども・家族に寄り添う仕組み
●学校授業に向けたアップサイクルの取り組
み●道路損傷情報システムの活用と周知

　
昨
年
9
月
議
会
で
、
安
心
し
て
子

育
て
出
来
る
地
域
づ
く
り
と
医
療
過

疎
対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
導
入

を
提
案
し
た
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

の
不
安
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
動
画
通
話
な
ど
で
医

師
に
直
接
相
談
で
き
、
救
急
搬
送
や
医
療
現

場
の
負
担
軽
減
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
た

め
、
再
度
導
入
の
意
向
を
問
う
。

市
長　
第
３
期
丸
亀
市
こ
ど
も
未
来

計
画
に
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
用
い

た
24
時
間
対
応
可
能
な
相
談
窓
口
の
ニ
ー
ズ

産婦人科・小児科オンラインの
導入を

神田泰孝議員
（会派無所属）

総括質疑

へ
の
対
応
を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と

や
、
先
行
自
治
体
へ
の
調
査
結
果
か
ら
、
ま

ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を

行
う
。

　
子
育
て
中
の
不
安
や
疑
問
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
専
門
の
医
師
や
助
産
師
に
相
談
で
き
る

こ
と
は
、
安
心
に
つ
な
が
る
方
策
の
一
つ
に

な
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
の
相
談
窓
口

と
の
関
係
や
、
医
療
機
関
と
の
連
携
、
効
果

や
影
響
を
様
々
な
点
か
ら
検
証
し
、
本
市
に

合
っ
た
よ
り
よ
い
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
方
法

を
見
極
め
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●2025年度の丸亀市の盛り上げ施策●南海
トラフ巨大地震に向けた防災・減災対策●結
婚新生活支援事業

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け
る

低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
、
中
小
事

業
者
に
切
れ
目
な
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
将
来
的
な
人
口
減
少
や
自
治
体
規
模
縮
小

が
懸
念
さ
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市

が
財
政
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
が

今
ま
で
以
上
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
具
体
的
な
意
図
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

総
務
部
長　
本
市
の
最
上
位
に
位
置

づ
け
る
総
合
計
画
で
示
す
将
来
像
、

「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
計
画
に
掲
げ
る
各
種
施
策
を
着
実
に

市民生活支援

水本徹雄議員
（会派無所属）

推
進
す
る
こ
と
が
市
民
の
幸
せ
の
実
感
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
新
年
度
予
算
で
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
前
進
さ
せ
る
た
め
、
重
点
的
に
取
り

組
む
内
容
を
予
算
案
と
し
て
提
出
し
て
い

る
。
令
和
７
年
度
は
第
２
次
総
合
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
集
大
成
と
位
置

づ
け
、
事
業
の
一
層
の
進
捗
を
図
り
、
市
民

の
幸
せ
の
実
感
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ａ Q



テーマ：「私の好きな丸亀」

　
26
年
前
。
議
員
1
年
生
だ
っ
た

私
は
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
に
加

わ
り
ま
し
た
。
2
0
0
0
年
の
地

方
分
権
一
括
法
か
ら
の
四
半
世

紀
。
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動

を
報
告
す
る
こ
の
紙
面
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
が
、
地
方
分
権
そ

の
も
の
が
進
展
し
た
の
か
。「
大
い

に
進
展
し
た
」と
答
え
る
人
は
多

く
な
い
で
し
ょ
う
。

　「
市
政
を
監
視
す
る
」に
止
ま
ら

ず
、
議
会
の
使
命
は「
政
策
を
提

案
す
る
」へ
。
最
近
何
で
も「
2.0
」

と
か
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
合
言
葉
に
さ
れ
ま
す
。

議
会
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4
月
に
皆
様
が
選
ん
だ
そ
の「
地

方
政
治
家
」が
こ
れ
か
ら
4
年
間

「
え
え
仕
事
」を
す
る
の
か
。
ど
う

ぞ
し
っ
か
り
見
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
育
て
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
。
私
も
市
民
と
し
て
そ
の
一
員

に
加
わ
り
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
　
　
　

内
田
俊
英

編
　集

　
　
後
記

〒763-8501
丸亀市大手町二丁目4番21号 
丸亀市議会事務局 宛　

※広報広聴委員会で応募写真を選定します。
※応募作品は返却しません。　　　　　 　　
※著作権・肖像権等の問題が発生した場合、その責任およ
び解決はすべて応募者に帰属するものとします。

0877-24-8828まで

gikai@city.marugame.lg.jp

議会だよりの表紙写真を募集します

詳しくはこちら▶

お問い
合わせは

応
募
期
間

●８月１日発行号　６月30日まで
●11月１日発行号　９月30日まで
●２月１日発行号　12月20日まで
●５月１日発行号　３月31日まで

内
　
容

●おおむね1年以内に撮影したもの
●未発表のもの
●人物が特定できる場合や個人の所有物を
　被写体とした場合は、本人もしくは所有者
　の承諾を受けたもの

必要事項を記入した専用応募用紙と写真を
郵送、持参、メールまたは専用フォームにて
ご応募ください。

表紙写真
募集！！
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